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向けた取組みについて

平成２８年２月
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ＵＲ都市機構について

u都市再生機構の概要

u組織の沿革

名称 独立行政法人都市再生機構（Urban Renaissance Agency）

設立 平成16年7月1日

資本金 1兆611億円（内訳：政府1兆591億円、地方公共団体20億円） ※平成27年3月末現在

所在地 神奈川県横浜市中区本町6-50-1

設立根拠法 根拠法独立行政法人通則法、独立行政法人都市再生機構法

主務省 国土交通省

職員数 3,201人（常勤職員数） ※平成27年4月1日現在

ホームページ http://www.ur-net.go.jp
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ＵＲ都市機構について

u事業の概要
「都市活動の基盤整備が十分行われていない大都市及び地域中心都市

において市街地の整備改善、賃貸住宅の供給支援に関する業務を行う」

という目的に沿って、次のような事業を行っています。
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u管理開始年代別ストックの状況（平成２７年３月末時点）

賃貸住宅事業について

昭和40年～昭和50年代前半に大量供給されたＵＲ賃貸住宅は、住戸面積が小さく、設
備水準等も低い。加えて中層（５階建等）のエレベーター非設置住棟が多い。
⇒バリアフリー対応の拡大、設備改善等の対応が必要な状況
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u ＵＲ賃貸住宅居住者の属性～世帯像（平成２２年度ＵＲ賃貸住宅定期調査）

賃貸住宅事業について
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全世帯〔家計調査〕

機構賃貸住宅居住者

世帯主年齢（平均） 56.8歳

居住人数（平均） 2.1人

年収（平均） 世帯全体 484万円

世帯主 402万円

共働き世帯率 37.3％

高齢者（65歳以上）がいる世帯
《うち高齢単身者》

38.9％
《14.9％》

居住年数（平均） 13年3ヶ月
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30歳代未満 30歳代 40歳代 50～64歳 65歳以上

世帯主年齢（年齢別分布）世帯主年齢（年齢別分布）

平均世帯主年齢の推移平均世帯主年齢の推移

平成22年度定期調査の概要平成22年度定期調査の概要

・調査結果から、既に全国平均よりもＵＲ居住
中の世帯主年齢が高く、また年齢別分布で
も、６５歳以上世帯主が35％を上回る状況。
・高齢化の進展に伴い、世帯年収も低下。

⇒経営の健全性を保ちつつ、住宅セーフティ

ネットとしての機能が求められる状況におい

て、ＵＲ賃貸住宅の今後のあり方や対応を

考えることが求められている
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賃貸住宅事業について

u事業の方向性
機構は、中期計画（一定期間ごとに国土交通大臣から示される業務目標

を達成するための計画で、法律で策定が定められている）において、賃貸

住宅事業について、次のような方針を策定しています。

①超高齢社会に対応した住まい・コミュニティの形成
高齢者、子育て世帯等政策的に配慮が必要な者に対する住宅セーフティネットとしての

役割の充実を図るため、超高齢社会に対応した住まい・コミュニティの形成を推進する。

・ＵＲ賃貸住宅団地を活用した地域の医療福祉拠点の形成
・高齢者、子育て世帯等に対する住宅供給等の適切な実施

・団地のバリアフリー化の推進 など

②ストックの再生・再編の推進等
地域の住宅政策課題への適切な対応・収益力の強化を図るため、ストックの再生・再編

の推進並びに需要動向及び経営状況に応じたストックの圧縮に取り組む。

・団地の基本的類型に基づく事業の実施

・ストックの再生・活用等の推進に当たっての取組み など
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地域医療福祉拠点について

u取組みの背景

国策として、「できる限り住み慣れた地域で在宅を基本とした生活の継続を目

指す地域包括ケアシステムの構築」に取組んでいる。

地域医療福祉拠点の形成にあたって、地方公共団体の医療・介護保険事業計

画等ともリンクしつつ、「地域包括ケアシステム」を構成する機関や団体と連携

した取組みが必要と認識。

【厚生労働省HPより】
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地域医療福祉拠点について

u ＵＲの取組み方針

第三期中期計画では、『地域の医療福祉拠点の形成』に向け、

・ＵＲ団地内へ地域に不足している医療福祉施設の誘致等を推進する

・高齢者の自立歩行を前提とした住宅や車椅子での生活を前提とした住宅等

の提供を推進する

・団地内での住み替え支援を実施する

ことにより、団地で最期まで住み続けられる環境整備等を進めることと
しています。

具体的に、平成３２年度までに全国で１００団地程度のＵＲ賃貸住宅団地におい

て、『地域の医療福祉拠点の形成』に向けて取り組むことを目標としています。

なお、地域医療福祉拠点の形成については、「まち・ひと・しごと創生創造戦略」

や「住生活基本計画」等の国家施策にも反映されています。
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u先行取組み団地
全国４７団地において、

地域医療福祉拠点の

形成に着手。

u近畿圏の状況
９団地において、

形成に着手。

・平成２６年度

新千里西町（大阪府）

富雄、鶴舞（奈良県）

男山（京都府）

・平成２７年度

森之宮、森之宮第２（大阪府）

花山東、有野（兵庫県）

金剛（大阪府）

地域医療福祉拠点について

地図使用承認©昭文社第56G107
号

地図使用承認©昭文社第56G107号
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u取組みのイメージ

地域医療福祉拠点について

①地域における医療福祉施設等の充実
・安心して住み続けられるための在宅医療・看護・介護サービス等
が受けられる生活環境の整備をめざし、地域において不足する施
設等の誘致又は団地外も含めた既存施設等との連携

②高齢者等多様な世代に対応した
居住環境の整備

・安全に住み続けるために必要な高齢者向け
住宅の整備 ほか

③若者世帯・子育て世帯等のコミュニティ（ミクストコミュニティ）形成
・多世代交流や相互の支え合いが可能な場や機会の提供等 ほか

③

② ①

～多様な世代が生き生きと暮らし続けられ
る住まい・まちづくりのイメージ～

団地で最期まで住み続けられる環境整備をするため、次のような取り組みを、
地方公共団体や自治会等の地域関係者、民間サービス提供事業者等と連携し
て総合的に推進。
※具体の取組みは、団地や地域の特性等を踏まえ実施。
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事例紹介 ～森之宮・森之宮第２団地～

森之宮団地

森之宮第２団地
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u団地の概要

・所在地：大阪市城東区。ＪＲ・地下鉄各線森ノ宮駅徒歩約5～15分。

・森之宮団地は昭和42年から入居開始、計９３３戸。

・森之宮第２団地は昭和51年から入居開始。計１，６５９戸

・森之宮団地、森之宮第２団地ともに全てＥＶ付の高層住棟により構成。

・両団地とも２ＤＫ（39～47㎡）が最も多い型式。

森之宮団地

地図使用承認©昭文社第56G107号

森之宮第二団地

地図使用承認©昭文社第56G107号

事例紹介 ～森之宮・森之宮第２団地～
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u これまでの経緯

・平成２５年度に大阪府及び大阪市に「大阪府市医療戦略会議」が設置さ

れ、外部有識者から、高齢化が進む地域において「スマートエイジング・

シティ」構想と、そのモデルとして森之宮地域等の答申を受ける。

・府・市と、団地に隣接する地域の中核病院である社会医療法人大道会

との間に、構想具体化に向けた協議が行われる中、 「地域医療福祉拠

点」の目指す方向とほぼ一致している等から、ＵＲも協議に参画

・構想の具体化に向け協力して取組むことについて、平成２７年１１月に連

携協定を締結。

・取組みの第１弾として

「介護等モデルルーム」を

平成２８年1月に開設。

社会医療法⼈⼤道会
森之宮病院

事例紹介 ～森之宮・森之宮第２団地～

協定書調印式
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u連携施策

『在宅療養・介護・リハビリテーションモデルルーム』

・間取りや改修工事に制約があっても「特段の工事を行わずに現在のお

住まいにおいて住み続けられることを」を、在宅介護をされている方や住

民の皆様にご理解・ご体感いただき、自宅で医療や介護を受けながらの

生活に係る漠然とした不安や暗いイメージを払拭し、在宅での生活継続

の支援を目的としています。

・ＵＲが森之宮第２団地内の空住戸を提供。

・室内のレイアウトや福祉用具等の設置は、連携事業者である社会医療

法人大道会の医療・介護・福祉の専門スタッフが監修。

・見学をご希望の方には、大道会の理学療法士・作業療法士等のスタッ

フに同行していただき、お客様の身体機能や生活状況に応じた暮らし方

の提案や介護手技指導等を行っています。

事例紹介 ～森之宮・森之宮第２団地～
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u在宅療養・介護・リハビリテーションモデルルームの概要

事例紹介 ～森之宮・森之宮第２団地～
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ご清聴ありがとうございました


